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西光寺　コンパス建築工房
　再開発の進むあべのハルカスの南、400年以上の歴史
を持つ西光寺も広大な境内の過半を商業施設とした上で、
都市型の寺院として再建することとなった。
　再建に当たっては、周辺の喧騒から逃れた静寂な環境
を確保するため、中庭型の空間構成とし敷地奥まで約
35mの参道で本堂に至る。象鼻、獅子鼻、梵鐘、天女像、
欄間、須弥壇などは西光寺に伝わる古いものを再配置
した。
　裏庭は中庭から参道を登ってきた竜がトグロを巻くイ
メージ。2階庫裏も中庭に面するため、自然光と通風を
得ながら、プライバシーやセキュリティが確保される。
　限られたコストの中、使用材料は質素な量産品ながら、
一手間を加えて丁寧に仕上げている。

撮影：岡田大次郎　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
西濱浩次
1955　大阪市生
1978　京都工芸繊維大学住環境学科卒業
1978　日本建設
1985　北村陸夫＋ZOOM計画工房
1987　西濱建築事務所設立
1993　コンパス建築工房に改組
1996　株式会社コンパス建築工房に改組
1986-99　なんばデザイナー学院非常勤講師
2001-　京都工芸繊維大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：コンパス建築工房
施　　工：日本建設
所 在 地：大阪市阿倍野区松崎町
　　　　　2丁目3番44号
用　　途：寺院＋庫裏
竣　　工：2015年3月
構造規模：RC造2階建
敷地面積：384.74㎡
建築面積：292.43㎡
延床面積：476.86㎡
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会
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幻燈で見る各地の明治・大正・昭和
の建築の保存と開発について4
4/15

明治・大正・昭和の建築は、関東に比べて関西
の保存の現況は厳しい状況です。
解体計画を乗り越えて保存された各地の建築
の現況をスライドで見ながら語り合います。
日時　4月15日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
申込　不要
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

「実務者のための設計･監理契約
書」講習会
〜四会連合協定 建築設計･監理等業務委託
契約約款及び小規模向け約款の解説〜
4/27 

平成27年6月の改正建築士法により、延べ面
積が300㎡を超える建築物の設計又は工事監
理について、書面による契約締結が義務化さ
れています。四会連合協定建築設計・監理等
業務契約委託書類は、それらに対応すべく改
正するとともに、小規模向けの契約書類を新た
に作成し、平成27年3月に発行しています。ま
た四会連合協定建築設計・監理等業務委託
契約約款の解説書も今回の契約書類の大幅
改正にあわせて改訂し、一般向けと小規模向け
のそれぞれの解説書が㈱大成出版社より平成
28年10月に発行されました。今回、この新しい
解説書をテキストとして講習会を開催します。
主催　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　（一社）日本建築士事務所協会連合会
日時　4月27日（木）　13：30〜16：55
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11　
定員　80名（但し定員になり次第締切）
受講料　本会会員4,500円（テキスト代別）
テキスト　一般向け講習会テキスト

「四会連合協定 建築設計･監理等
業務委託契約約款の解説」定価
4,968円（税込）
小規模向け講習会テキスト

「四会連合協定 建築設計･監理等
業務委託契約約款（小規模向け）の
解説」定価2,916円（税込）

問合・申込　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　　　 Tel.06-6946-7065

京都国立近代美術館
endless 山田正亮の絵画
開催中〜4/9

“描く”ことを自らの人生と一体化させ、美術の潮
流から距離をとり、孤独の中で生涯描き続けた
画家、山田正亮。本展は、ストライブの画面で知
られる彼の画業を網羅した、初の本格的回顧
展です。5,000点近い作品から選りすぐった主
要作200点超を初公開の制作ノート群とともに
ご紹介します。
会期　開催中〜4月9日（日）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）

　　石田潤一郎（京都工芸繊維大学教授）
　事例報告
　　福原和則（大阪工業大学教授）
　　笠原一人（京都工芸繊維大学助教）
　司会
　　松隈 洋（京都工芸繊維大学美術工芸資料館教授）
問合　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　Tel.075-724-7924
http://www.museum.kit.ac.jp/

建築の記憶　大阪万博の建築
開催中〜7/4

大阪万博のパビリオン建築の構想段階の設計
図や模型写真、建設現場記録など、大阪万博
会期の前後のプロセスを、これまで公開される
機会の少なかった資料を中心に紹介します。
会期　開催中〜7月4日（火）
時間　10：00〜17：00（入館16：30まで）
休館日　水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日

の木曜日。但し、4/1からゴールデン
ウィークまでは無休）

観覧料　一般400円
　　　　（別途自然文化園入園料が必要）
◆特別プログラム
　「大阪万博記録映画祭vol.1―建築編」
　日時　5月20日（土）　14：00〜16：00
　「大阪万博記録映画祭vol.2―パビリオン編」
　日時　6月17日（土）　14：00〜16：00
　会場　EXPO’70パビリオン
　定員　各先着30名
　参加費　無料（要展覧会チケット）
　申込　当日10時より、電話またはEXPO’70
　　　　パビリオン受付カウンターまで
　問合　EXPO’70パビリオン
　　　　Tel.06-6877-4737
http://www.bmkkc.or.jp/expo70pavilion/

ドイツから木造パッシブハウスの未来
Bigセミナー2017
4/6　CPD4単位

環境に対応した持続可能な木造建築をテーマ
に、CLTをはじめ木造建築においても先駆的な
取り組みを行う欧州の建築家お二人を招き、木
材や自然素材を活用したエコロジーで且つサス
ティナブルな建築のあり方を学んでいただくた
め、Bigセミナー2017を開催します。
環境に対応した持続可能な木造建築における
ドイツの先駆的な取り組みや事例、建築におけ
るドイツ環境政策など、近年進むサスティナブル
建築の動向を交えお話し頂きます。
主催　㈱イケダコーポレーション
日時　4月6日（木）　13：00 〜16：50
　　　（開場12：30）
会場　梅田スカイビル タワーイースト36階
　　　スカイルーム1
　　　大阪市北区大淀中1-1
講師　フランク・ラトケ
　　　ホルガー・ケーニッヒ
　　　独日同時通訳
定員　150名（先着順）
参加費　一般5,000円
問合　㈱イケダコーポレーション
　　　Tel.06-6452-9377 

建築士会会員の皆様から斬新かつユニークな
ポスターデザインのアイデアを募集します。
賞　最優秀作品1点及び優秀作品数点
　　副賞（最優秀作品：10万円、優秀作品：1万円）
応募資格

士法に基づく建築士で47都道府県のいずれか
の建築士会の正会員であること。他、条件有。

応募受付期限　5月31日（水）17時必着
入選作品の発表　6月中旬
詳細は以下のホームページをご覧ください。
http://kenchikushikai-seinen.org/?p=2738
問合・提出先　（公社）日本建築士会連合会
　　　　　　  Tel.03-3456-2061

第14回村野藤吾建築設計図展
村野藤吾とクライアントー近鉄の仕事を通して
開催中〜6/10

村野藤吾の建築作品の中には同じクライアント
（施主）から継続的、断続的に設計を依頼され
たものが多数含まれています。大阪や東京を拠
点とする大企業が長年に渡って村野のクライ
アントとなり、豊かな建築作品を支えました。中で
も、戦前から戦後にかけて約50年間に渡って
村野にとっての特別なクライアントであり続けた
のが、近鉄（近畿日本鉄道）です。今回の展覧
会では、近鉄を事例として取り上げながら村野と
クライアントの関係に焦点を当て、ひいては「近
代建築とクライアント」という、これまで見過ごさ
れてきた大きなテーマについて考えるための契
機にしたいと思います。
主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　村野藤吾の設計研究会
期間　開催中〜6月10日（土）
休館日　日曜、祝日
開館時間　10：00〜17：00
　　　　　（入館は16時30分まで）
会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　（地下鉄烏丸線松ヶ崎駅下車徒歩8分）
入館料　一般200円
◆ 関連企画 記念シンポジウム
　「村野藤吾とクライアント－近鉄の仕事を通して」
　日時　4月22日（土）　14：00〜17：00
　会場　京都工芸繊維大学 1号館0111講義室
　定員　150名（入場無料・当日先着順）
　基調講演
　　中山 勉（近鉄・都ホテルズ副社長）

休館日　月曜
観覧料　一般1,000円
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111
http://www.momak.go.jp/Japanese/exhibition
Archive/2016/418.html

中之島図書館
大阪四花街展〜北新地・南地五花街・新町・堀江〜
4/3〜4/28

大阪を代表する北新地・南地五花街・新町・堀江
の四花街、それぞれの花街に関わる神事や文楽
を写真や当時使用されていたプログラムと共に
ご紹介します。 また、中之島図書館で初の寄席
を開催し、生で花街の良さを堪能して頂きます。
文化としての大阪花街を知って頂き、まだ体験
して頂ける場所があることを知って頂ければ幸
いです。
主催　大阪府立中之島図書館指定管理者
　　　㈱アスウェル
会期  4月3日（月）〜4月28日（金）
会場　中之島図書館本館3階展示室
時間　平日 9：00〜20：00
　　　土曜 9：00〜17：00（日祝休み）
料金　無料
◆中之島図書館寄席 Vol.1

4月3日より中之島図書館本館3階の展示室
にて開催される大阪四花街展に合わせて大
阪の花街を題材にした寄席を開催致します。

日にち　4月22日（土）
時間　18：00〜19：30（受付17：30〜）
会場　中之島図書館本館3階レンタルスペース2
内容　トークショー（落語の題材となっている大
　　　　　　　　阪花街などの紹介）
　　　風流寄席囃子　入谷和女
　　　落語　露の紫　演目：お楽しみ
　　　落語　林家染雀　演目：“親子茶屋”
　　　寄席終了後より日本酒聞き酒会
　　　（19：30〜20：30）
料金　2,000円
申込　中之島図書館管理事務所
　　　（中之島図書館本館1階） 
　　　Tel.06-6203-0474
　　　E-Mail:eventyoyaku@nakanoshima-
　　　library.jp

Still Life no.64 1953年 油彩  山田正亮

浪花踊惣揚げ踊り

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

共に圧巻です。
日時　4月15日（土）　9：00〜19：30
集合　西梅田ダイビル前 　8：30
定員　40名（申込先着順）
参加費　会員6,500円　会員外7,000円
　　　　（バス代、保険代、資料代を含む） 
 

賛助分科会・地域分科会北河内地域共催
木造障がい者福祉施設「路交館 
桜の園」見学会
4/21　CPD2単位

近年全国的に公共建築物、福祉施設などへの
木造利用の事例が増えています。平成28年3
月完工の準防火地域内での燃えしろ設計によ
る木造障がい者福祉施設について、建物の見
学会とともに設計者の説明と、木質材料供給
者より仕様説明をいただきます。
日時　4月21日（金）　集合　15：45〜
　16：00〜　見学主旨・設計内容説明
　16：50〜　二班に分かれて交替で見学
　　　　　　館内・館外見学と説明
　　　　　　木質材料説明
　18：00〜　終了・解散
　　　　　　懇親会参加者は大日駅へ移動
講師　伊東正市（㈲ものづくり伊東設計工房）
　　　渡邊豪巳（グレス）
集合場所　障がい者福祉施設路交館桜の園
　　　　　大阪府守口市八雲北町3-39-8
定員　30名
参加費　会員2,000円　会員外3,000円
　　　　（懇親会費3,500円別）

建築士の会「大阪市東」・ヘリテージ部会・女性分科会共同
新入会員歓迎企画
―国の登録有形文化財改修解説と能鑑賞の基本講座―

「山本能楽堂」見学会　
5/20　CPD3単位

文化庁・重要建造物等公開活用事業による全
国初のモデルケースとして3年間の耐震改修工
事が完成。大阪で一番古い木造の能楽堂として
普段見られない、能舞台の表と裏を「まるごと公
開」し耐震改修説明と能の基本講座で能の魅力
を身をもって体験して貰う贅沢な企画です。
日時　5月20日（土）　13：40
　　　　大阪市営地下鉄 谷町4丁目駅
　　　　地下北改札出口前集合
　　　14：00〜17：00
　　　　耐震改修工事説明と能の体験学習
　　　　及び館内見学
　　　　（終了後　懇親会を予定）
定員　約50名（申込先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,500円
　　　　（体験講座代、資料代等含む、懇親会費別）

建築士会周知ポスター（全国版）デ
ザイン案 募集

日本建築士会連合会では、建築士の職能を
一般消費者にアピールすると共に、建築士会
の理念や事業活動を社会に広く発信し、この
先の建築士会入会促進に繋がる全国共通の
ツールとしてのポスターを製作するため、全国の

建築士法にもとづく建築技術講習会
外壁タイルの剥落防止対策と法的
留意点
4/14　CPD3単位

タイルは外装材として多くの建物で使われてい
る材料ですが、近年、剥離・剥落による事故も
起きており、適切な設計、施工及び維持管理は
重要な課題とされています。建築業界全体とし
ても、タイルの剥離・剥落防止の新しい工法や
改修工法が開発される中、適切に理解し施工
することが重要です。本講習会を新築・保全・改
修のそれぞれの段階で適切な設計・監理・施工
の一助としてご活用下さい。
日時　4月14日（金）　13：30〜17：00
会場　アドヴァン大阪ショールーム
内容　工法の変遷から学ぶ外壁タイル施工のポ

イント、タイルの保全と外壁タイル改修工
事のポイント、設計者･監理者･施工者が
理解すべき外壁タイル工事の法的留意点

定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
これだけでわかる 建築基準法!
5/19　CPD5単位

昨年、満席で好評を博しました「これだけでわか
る 建築基準法!」を今年も開催致します。今回
は、新たに2人の講師も加わり、よりパワフルな
布陣で解説して頂きます。一級・二級・木造建
築士の学科試験に向けて準備を始めたい方、
設計実務に役立つ法令知識をもう一度学び直
したい方を対象に、建築基準法・同法施行令か
ら関連法規までを学ぶ講習会となります。
日時　5月19日（金）　13：30〜18：30
会場　大阪府建築健保会館
内容　概要・総則、一般構造・建築設備規定、

防火・避難規定、構造強度規定、都市
計画関係規定、建築士法・関連法規

定員　110名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員4,000円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,000円

第1回建築課外授業
淡路瓦工場見学と南あわじ建築めぐり
4/15　CDP4単位

淡路瓦工場見学と南あわじの歴史･産業遺産
等の見学を企画しました。淡路瓦工業組合より
淡路瓦の歴史と耐震への取組みを紹介してい
たたき、そののち工場を見学し、午後から歴史･
産業遺産等の見学を行います。
見学先（予定）
◦洲本市民広場：近代化産業遺産に認定され

る旧鐘紡洲本工場の赤レンガ建築群が遺り図
書館やレストラン施設として再生されています。

◦生石公園：京阪神地方の防備のために築かれ
た由良要塞が歴史遺産として遺されています。

◦若人の広場公園：丹下健三氏設計による
記念塔は鳴門海峡の雄大なロケーションと

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成29年建築士試験案内

■二級・木造建築士試験
◇受験申込の配布
　期間　3月31日（金）〜4月24日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。但し4/22（土）、
　　　　 4/23（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　4月20日（木）〜4月24日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　二級7月2日（日）
　　　　　　　　　木造7月23日（日）
◇設計製図試験日　二級9月10日（日）
　　　　　　　　　木造10月8日（日）
■一級建築士試験
◇受験申込の配布
　期間　4月7日（金）〜5月15日（月）
　　　　（土、日、祝日は除く。但し5/13（土）、
　　　　 5/14（日）は配布します。）
　時間　9：30〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇受験申込受付
　期間　5月11日（木）〜5月15日（月）
　　　　（土、日も受付ます。）
　時間　10：00〜17：00
　場所　大阪府建築士会事務局
◇学科試験日　　　7月23日（日）
◇設計製図試験日　10月8日（日）

※インターネット又は郵送による受験申込は、
建築技術教育普及センターのホームページ
をご覧ください。

　http://www.jaeic.or.jp/

平成29年度建築士定期講習
6/6、6/19、7/28、8/24、9/22
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　6/6（火）　 大阪国際交流センター

　　　　　  定員200名　会場コード5C-01
　6/19（月）　大阪国際交流センター

　　　　　  定員200名　会場コード5C-51
　7/28（金）　大阪国際会議場

　　　　　  定員300名　会場コード5C-02
　8/24（木）　大阪国際交流センター

　　　　　  定員200名　会場コード5C-52
　9/22（金）　大阪府建築健保会館

　　　　　  定員90名　会場コード5C-03
時間　9：25〜17：00
申込必着日　6/6（火）講習：4/25（火）
　　　　　　6/19（月）講習：5/15（月）
　　　　　　7/28（金）講習：6/23（金）
　　　　　　8/24（木）講習：7/20（木）
　　　　　　9/22（金）講習：8/18（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
4/26、5/30、6/29、7/20、9/13、11/9、1/18、
2/15、3/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　4/26（水）、5/30（火）、6/29（木）
　　　7/20（木）、9/13（水）、11/9（木）
　　　1/18（木）、2/15（木）、3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 2/25～26　東海北陸ブロック協議会　
 2/28 大阪府収用委員会
  耐震評価委員会委員懇談会　
 3/ 1 総務企画委員会（連合会）
 3/ 6 大阪弁護士会と協力協定締結式
 3/ 7 建設専門新聞社記者会見
 3/9～10　正副会長会議・理事会（連合会）
 3/13 在阪建築 4 団体会長会議
 3/14 大阪府収用委員会
 3/15 正副会長会議、理事会
 3/16 鑑定業務支援会議
 3/17 大阪府宅地建物取引業協会訪問
  近畿建築士会協議会定例会議　
 3/21 大阪市立大学優秀卒業生表彰
  （連合会）：公益社団法人日本建築士会連合会

本会と大阪弁護士会は、3 月 6 日大阪弁
護士会館において相互協力に関する協定
の調印を行いました。
大阪弁護士会とは、民間総合調停セン
ターなどで建築紛争の調停に関わってい
ますが、今回の団体間の協定締結により
災害時の被災者支援や日頃の建築トラブ
ル解決に向け一層協力体制を強化して、
社会に貢献してまいります。
※関連記事を 18、19ページに掲載

3 月 7 日に建設専門新聞社 6 社を本会に
招き記者会見を行いました。
会見では、大阪弁護士会との協力協定
締結の経緯や意義、28 年度の府内市町
村首長訪問の成果、大地震時の被災者

支援協定締結の取り組み、29 年度の予
定事業である市町村の被災・罹災証明
発行業務への支援、既存住宅状況調査
技術者の養成、女性分科会の設立 30 周
年事業など、主な本会活動の情報提供
を行いました。

本会の 28 年度決算は、2 月末時点で約
250 万円の黒字となる見通しを 3 月度理
事会に報告しました。
収支の概要は、会費収入が会員減少によ
り昨年度に比べて約 200 万円減収の見込
みですが、年々減少幅は小さくなってお
ります。一方、各委員会活動の事業収支
は、CPD 登録、定期講習、耐震関連事業、
省エネ講習等が予算額を上回り、黒字決
算につながったものです。
なお、過去からの懸案であった事務局職
員の退職金引当不足は、不足分全額を
28 年度会計に計上しており、本決算で
解消できる見込みです。今後も公益事業
を円滑に進められるよう、引き続き財政
安定化に向けた取組みを実施します。

大阪市福祉局からの依頼により、高齢者
住宅改修費給付申請の審査業務委託の入
札に参加し、本会が落札しました。
本業務は、介護保険の住宅改修で対象と
ならない工事に対する市の助成に対して、
年間 300 件程度の給付申請があり、29 年
度の申請内容を審査・査定するものです。
審査業務は、高齢者向け住宅改造のリー
フレット「安心安全安らぎの家」を刊行
するなど、高齢者の住宅改修に詳しい女
性分科会委員を中心に行います。
実施に当たっては、審査内容のダブル

チェックを行うなど、適切な業務の推進
に努めます。

宅建業法の一部改正により、新たな制度
として、既存住宅取引時の建物状況調査
が平成 30 年 4 月 1 日に施行され義務化
される予定です。
国交省は、我国の既存住宅の市場流通量
は約 17 万戸・4 兆円であり、平成 37 年
には 8 兆円に増加し、建物状況調査件数
は現在の 5%から 20%に拡大して 10 ～
20 万件の需要が見込まれるとしていま
す。また、建物状況調査を行える技術者
は、国交省に登録する講習機関の講習を
受講した建築士に限られ、建物状況調査
は建築士の新たな業務として注目されて
います。
このほど、日本建築士会連合会は国交省
に講習機関の登録申請を行い承認されま
した。現在、本会からも委員を派遣して
講習テキストを作成しており、今春から
全国の建築士会において講習が実施され
ます。また、本講習を修了した建築士が
行う建物状況調査は、「既存住宅売買か
し保険」に加入の際の現場検査に代える
ことが認められています。
本会では 5 月から講習を実施し、多くの
建物状況調査技術者を養成したいと考え
ております。講習会の詳細は 5 月号で会
員の皆様にお知らせします。

本会の耐震部会には約 60 名の診断委員
が所属しており、平成 28 年度は、市町
村等を経由して依頼のあった 100 件の既
存木造住宅の耐震診断を行いました。
また、本部会では所属委員のスキルアッ
プを図る勉強会を定期的に開催してお
り、28 年度は「開口を活かす耐震補強
実践テクニック」、「混構造・特殊構造の
耐震診断」、「耐震シェルター」、「限界耐
力計算法の解説」、「床・天井を破壊しな
い耐震補強」などを行いました。

動静レポート

宅建業法改正による建物状況調査技術
者養成の取り組み

社会貢献委員会

既存木造住宅の耐震診断活動の状況

社会貢献委員会

会長動静

平成 28 年度の決算見込み

運営委員会

「大阪市高齢者住宅改修費給付事業」
の審査業務を受託

事業委員会

建設専門新聞社記者会見

運営委員会

大阪弁護士会と相互協力に関する協定
を締結

運営委員会

山口大阪弁護士会会長（右）
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した。建築仕事フェスに参加してくれた
学生たちといつか建築仕事の場で出会う
事を願っています。

建築仕事フェスは、建築を学ぶ学生に建
築の仕事をたのしく紹介するお祭りで
す。将来、建築業界へ就職する若い人た
ちに、建築には色々な仕事があり皆が元
気に働いていると伝えるイベントです。
立案の段階で建築士と学生で話をする機
会があり、学生は工事現場や設計の実務
の話を熱心に聞いていました。建築士も
学生が話してくれる授業やサークル活動
を面白く聞きました。普段接点のない同
士が繋がると理屈ぬきに楽しいもので
す。建築仕事フェスは一方的に情報を与
えるのでなく、働きや学びについて人に
語る楽しさ、それを聞く楽しさを大事に
しようと決めました。
主旨に賛同いただける出展者、協賛者さ
まとの縁に恵まれて、ブース数は 26と
なりました。
当日はそれぞれのブースにその仕事のプ
ロが立ち、話や簡単な仕事体験を交えな

事業委員会女性分科会では、我が家を
より安全に安心して過ごせる住環境へ
と見直すときの参考になるように、 “安
心・安全やすらぎの家”と題した冊子を
2000 年に初版として発刊しました。そ
して昨年（公財）建築技術教育普及セン
ターより普及事業の助成を受け、これま
でのハード部分の内容に「環境」という
ソフトの部分を加え新版を刊行し、無料
で配布することができました。
今年度は広く市民に安全な住環境の整備
の重要性を知ってもらうよう、この冊子
をテキストとしてセミナー活動を行うこ
とが、助成事業として採択され、3 度の
無料セミナーを企画しました。いずれも
2 部構成とし、前半はメンバーによる冊
子を使ったセミナー、後半は配慮すべき
点について具体的に感じていただけるよ

Topics

がら参加者に仕事を紹介しました。
どのブースも工夫を凝らした内容で、参
加者は多いに楽しんでいました。ひと際
人気だったのは、建築パースでした。
目の前でスラスラと美しい絵を描いてみ
せたプロが直接に教える建築パースのミ
ニセッションに多くの参加者が集まって
いました。
イベント当日の写真を青年分科会のブロ
グに掲載しています。参加者の笑顔をご
覧ください。（http://oseinen.exblog.jp/）
開催後の評価について、初めてのイベン
トで参加者数が多いのか少ないのか判断
は難しいですが、当日の実感では少ない
印象でした。一因として、学校のカリキュ
ラムのうえで参加が難しい時期だったの
ではないかと考えています。
開催にあたり多くの方々の協力と励まし
を頂き、こういった業界を盛り上げる活
動が建築士会に期待されていると感じま

うに計画しました。そしてチラシを作成
し冊子とともに配布しましたが、朝日新
聞と大阪日日新聞にこのセミナーの企画
が掲載されたことが大きく集客に影響し
定員を超える参加をいただくことにつな
がりました。
1 回目 1/21は 53 名が参加し TOTOテ
クニカルセンターにおいて、セミナーの
後ショールームを見学しました。普段立
ち寄れるショールームと違い、ここでは
高齢者施設を想定した設備が配置されて
いて座学の内容を目で見て触って体感し
ていただけました。
2 回目 2/25グランフロント大阪ナレッ
ジキャピタル 5 階 Cterraceでは 72 名に
ご参加いただき、後半は近畿大学の岩前
篤教授に住宅が健康に与える影響につい
てたくさんのデータをもとに温度差によ

るダメージ、断熱の重要性を楽しいお
しゃべりで教えていただきました。
参加者はほぼ 50 代以上で 60 歳以上が約
65％でした。「冊子がわかりやすい・自宅
で老後を暮せるように改修の参考になっ
た」とうれしい意見もいただきました。
3 回目はハグミュージアムで開催し、今
年度の普及事業を無事終了いたしました。
今後も冊子を活用し、高齢者の住環境整
備につながる活動を続けたいと考えてい
ます。

今どきの建築仕事フェス
日程：平成 29 年 2 月 4 日（土）　　会場：大阪市中央区民センター 2 階ホール　　参加者：84 名

吉田　崇（青年分科会委員）

「安心・安全・やすらぎの家をテキストとしたセミナー」危ない我が家
第 1 回 安心・安全・安らぎの住まいとは　　平成 29 年 1 月 21 日（土）　　参加者：53 名
第 2 回 ずーっと元気で暮らせる住まい　　　平成 29 年 2 月 25 日（土）　　参加者：72 名
第 3 回 安心・安全・やすらぎの家　　　　　平成 29 年 3 月 11 日（土）　　参加者：30 名　　　　　　三宅登美恵（女性分科会委員）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

大
橋　

丘

空
家
問
題
の
解
決
か
ら
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
　
柏
原
」
を
目
指
し
て

■
は
じ
め
に

　

柏
原
市
は
、
大
阪
府
の
中
央
東
部
で
都
心
か

ら
二
〇
㎞
に
位
置
し
、
東
は
信
貴
生
駒
山
系
を

隔
て
奈
良
県
と
接
し
、
西
は
藤
井
寺
市
、
南
は

羽
曳
野
市
、北
は
八
尾
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

市
域
は
東
西
六
．六
〇
㎞
、南
北
六
．六
三
㎞
、

面
積
は
二
五
．三
三
㎢
で
す
。

　

地
勢
は
、
東
部
に
信
貴
生
駒
山
系
、
西
部
に

大
阪
平
野
が
あ
り
、
山
地
か
ら
低
地
へ
と
高
低

差
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が
特
色
で
、
市
域
の

約
五
六
％
が
山
地
で
占
め
ら
れ
、
平
地
は
約

三
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
域
中
央

を
府
下
で
二
番
目
に
大
き
な
大
和
川
が
、
市
域

を
二
分
す
る
形
で
東
か
ら
西
に
流
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
石
川
が
南
か
ら
合
流
し
て
い
ま
す
。

　

沿
革
と
し
て
は
、
昭
和
三
一
年
に
中
河
内
郡

柏
原
町
と
南
河
内
郡
国
分
町
と
の
合
併
よ
り
中

河
内
郡
柏
原
町
と
な
り
、
昭
和
三
三
年
一
〇
月

一
日
に
は
待
望
の
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
制
施
行
当
時
の
人
口
は
約
三
万
四
千
人
で
し

た
が
、
文
化
、
教
育
、
産
業
の
ま
ち
と
し
て
成

長
を
遂
げ
、
現
在
で
は
倍
以
上
の
七
万
人
を
超

え
る
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
少
子
高
齢
化
と
空
家

　

少
子
高
齢
化
を
背
景
と
し
た
全
国
的
な
人
口

減
少
や
既
存
の
住
宅
・
建
物
の
老
朽
化
、
社
会

的
ニ
ー
ズ
の
変
化
及
び
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

に
伴
い
、
空
家
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
空
家
等
が
防
災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
住
民
の
生
命
、
身

体
ま
た
は
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

生
活
環
境
の
保
全
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
空
家
等

の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、﹁
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
﹂︵
以
下
、﹁
空
家

法
﹂
と
し
ま
す
。︶
が
平
成
二
七
年
五
月
二
六

日
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
勢
調
査
等
に
よ
る
と
、
本
市
に
お
け
る
平

成
二
七
年
の
三
区
分
別
人
口
割
合
は
、
年
少
人

口
︵
一
五
歳
未
満
︶
が
一
二
．三
％
、
生
産
年

齢
人
口
︵
一
五
～
六
四
歳
︶
が
六
一
．三
％
、

老
年
人
口
︵
六
五
歳
以
上
︶
が
二
六
．五
％
と

な
っ
て
お
り
、
老
年
人
口
の
割
合
が
年
少
人
口

の
割
合
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
総
数

は
平
成
七
年
の
八
万
人
超
を
ピ
ー
ク
に
そ
れ
以

降
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
少

子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

住
宅
総
数
に
つ
い
て
は
平
成
二
五
年
に
約

三
四
、二
〇
〇
戸
、
世
帯
数
は
三
〇
、八
三
〇
世

帯
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅
総
数
が
世
帯
数
を
上

回
っ
た
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

総
数
の
近
年
の
推
移
を
み
て
も
微
増
か
ら
横
ば

い
の
傾
向
を
示
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
住
宅
の

余
剰
が
進
む
可
能
性
が
非
常
に
高
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
と
同
様
に
今
後
も
さ
ら
に
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
、住
宅
増
加
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
空
家
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
地
域
活
力
の
低
下
や
治
安
の
悪
化

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
は
市
民
に
対
し
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
確

保
す
る
た
め
、
空
家
の
問
題
に
対
し
て
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、﹁
柏

原
市
空
家
等
対
策
計
画
﹂︵
以
下
、﹁
計
画
﹂
と

し
ま
す
。︶
の
策
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
計
画
策
定
に
向
け
て

　

空
家
法
施
行
前
か
ら
空
家
に
関
す
る
苦
情
等

の
問
合
せ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
空
家
問
題
に
対

す
る
担
当
部
局
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
、
問
合
せ
を
受
け
た
部
署
が
個
別
に
問
題
解

決
に
向
け
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
未
登
記
物
件
や
相
続
時
に
名
義
変

更
さ
れ
て
い
な
い
物
件
、
空
家
対
策
と
し
て
の

一
定
の
基
準
が
無
か
っ
た
こ
と
、
多
岐
の
分
野

に
わ
た
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
全
面
的
な
解
決

に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
計
画
を
策
定
す
る
う
え
で
、
ま
ず

庁
内
関
係
課
の
七
課
で
組
織
を
形
成
し
、
相
談

窓
口
の
決
定
や
連
携
体
制
の
構
築
、
市
の
方
針

な
ど
、
空
家
解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
空
家
対
策
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
に
は
、
市
内
に
お
け
る
空
家
の
実
態

を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
解
決
へ
の
第

一
歩
と
考
え
、
空
家
候
補
と
な
る
も
の
全
て
の

調
査
を
職
員
自
ら
が
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
内
容
の
集
約
や
精
度
の
高
い
計

画
の
策
定
を
目
指
し
、
法
務
、
不
動
産
、
建
築
、

福
祉
、
文
化
等
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
等

を
含
め
た
﹁
柏
原
市
空
家
等
対
策
協
議
会
﹂︵
以

下
、﹁
協
議
会
﹂
と
し
ま
す
。︶
を
設
立
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

■
柏
原
市
内
の
空
家
状
況

　

空
家
調
査
は
三
段
階
に
わ
け
た
調
査
と
し
、

平
成
二
八
年
度
に
一
次
調
査
と
二
次
調
査
を
、

平
成
二
九
年
度
に
三
次
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

一
次
調
査
で
は
、
市
内
に
お
け
る
空
家
数
の

把
握
を
目
的
に
、
庁
内
関
係
課
の
職
員
が
、
郵

便
受
け
の
状
況
、
電
気
メ
ー
タ
ー
の
稼
働
状
況

の
確
認
な
ど
、
外
観
目
視
に
よ
る
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

空
家
候
補
と
な
る
建
物
に
つ
い
て
、
水
道
情

報
等
か
ら
﹁
閉
栓
し
て
い
る
も
の
﹂、﹁
一
年

間
の
使
用
が
無
い
も
の
﹂、﹁
廃
止
さ
れ
た
も

の
﹂、﹁
住
民
登
録
の
な
い
建
物
﹂
を
抽
出
し
た

と
こ
ろ
、
市
内
の
建
物
総
数
二
九
、六
六
八
戸

の
う
ち
四
、九
三
八
戸
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

約
五
ヶ
月
に
亘
る
調
査
の
結
果
、
空
家
は
一
、

八
九
〇
戸
、
空
家
法
に
該
当
す
る
空
家
等
の
数

は
一
、〇
三
〇
戸
が
市
内
に
存
在
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

二
次
調
査
で
は
、
特
定
空
家
等
の
候
補
の
抽

出
を
行
う
に
あ
た
り
、
周
辺
へ
の
影
響
の
度
合

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
三
十
二
回  

柏
原
市
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い
を
確
認
す
る
た
め
、
一
次
調
査
か
ら
空
家
と

判
断
さ
れ
た
も
の
を
対
象
に
、
建
築
部
局
の
職

員
二
人
体
制
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

調
査
内
容
は
、
国
が
定
め
た
﹁﹃
特
定
空
家

等
に
対
す
る
措
置
﹄
に
関
す
る
適
切
な
実
施
を

図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
︵
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︶﹂

や
、
大
阪
府
が
定
め
た
﹁
国
特
定
空
家
等
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
運
用
に
係
る
技
術
的
助
言
﹂
を

ベ
ー
ス
に
、
周
辺
へ
の
悪
影
響
の
度
合
い
が
高

い
も
の
を
﹁
評
価
Ａ
﹂、
悪
影
響
の
度
合
い
が

高
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
を
﹁
評
価
Ｂ
﹂、

影
響
が
ほ
ぼ
な
い
と
判
断
す
る
も
の
を
﹁
評
価

Ｃ
﹂
と
し
た
一
七
項
目
に
及
ぶ
評
価
調
査
を
現

地
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
項
目
以
上
に
﹁
評
価
Ａ
﹂
が

つ
い
た
空
家
法
に
該
当
す
る
空
家
等
は
市
内
に

一
〇
六
戸
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、二
次
調
査
の
際
、一
次
調
査
で
﹁
空
家
﹂、

﹁
空
家
等
﹂
と
判
断
し
た
建
物
の
う
ち
、
除
却

や
入
居
等
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
二
次

調
査
後
の
本
市
に
お
け
る
空
家
率
は
五
．九
％

︵
一
、七
五
七
戸
︶、
空
家
法
に
該
当
す
る
空
家

等
の
空
家
率
は
三
．二
％
︵
九
五
六
戸
︶
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
空
家
の
発
生
要
因

　

空
家
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
相
続
し
た

こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
、
遠
方
に
居
住
し
て

い
る
た
め
周
辺
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
な
い
、
管
理
手
法
が
わ
か
ら
ず
放
置
さ

れ
て
い
る
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
の
入
居
に

よ
り
居
住
者
不
在
と
な
っ
て
い
る
、
今
後
使
う

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意
識
か
ら
処
分
出
来
な

い
、
管
理
や
除
却
費
用
の
負
担
が
大
き
く
す
ぐ

に
対
応
で
き
な
い
、
な
ど
様
々
な
も
の
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
対
応
し
て
い
る
事
例
で
は
、
登
記
簿

謄
本
上
の
所
有
者
は
数
名
で
あ
っ
た
が
、
既
に

亡
く
な
っ
て
い
る
者
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
相

続
人
を
含
ん
だ
所
有
者
は
十
数
名
に
膨
れ
上
が

り
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
所
有
者
の
大
半
が
市

外
他
府
県
に
居
住
し
て
お
り
、
中
に
は
そ
の
空

家
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
者
も
い
ま
し
た
。
現

時
点
で
は
未
だ
解
決
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
所
有
者
の
全
て
に
粘
り
強
い
助
言
等
を
行

い
、
空
家
解
消
に
向
け
て
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
家
等
の
所
有
者
が
、
自
ら
の
責
任
に
よ
り

的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
対
策
の
前
提
と
な

の
実
施
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
一
次
調
査
、
二
次
調
査
で
現
場
確
認

を
行
っ
た
空
家
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
動

向
に
注
視
し
、
管
理
不
全
な
空
家
に
な
ら
な
い

た
め
の
施
策
を
検
討
す
る
ほ
か
、
平
成
二
九
年

度
か
ら
は
特
定
空
家
等
の
調
査
︵
三
次
調
査
︶

を
行
う
予
定
で
す
。

■
さ
い
ご
に

　

現
時
点
に
お
い
て
も
空
家
問
題
は
進
行
し

て
お
り
、
こ
の
問
題
を
放
置
す
れ
ば
良
好
な
ま

ち
づ
く
り
を
阻
害
し
、
今
後
さ
ら
に
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

空
家
解
消
に
向
け
て
、
本
市
は
ま
だ
ス
タ
ー

ト
地
点
に
立
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
三
月
末

に
策
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、﹁
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち　

柏
原
﹂
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

り
ま
す
が
、
住
民
に
最
も
身
近
な
行
政
が
主
体

と
な
り
、
空
家
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
取
組
み

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
空
家
発
生
の
抑
制

　

空
家
の
増
加
を
抑
制
す
る
に
は
、
空
家
発
生

の
要
因
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

健
全
な
建
物
だ
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て

も
、
管
理
を
怠
れ
ば
経
過
と
と
も
に
老
朽
化
は

加
速
し
ま
す
。
逆
を
言
え
ば
、
適
切
な
維
持
管

理
を
行
え
ば
建
物
は
健
全
な
状
態
を
持
続
し
ま

す
。
空
家
の
大
半
は
昭
和
五
六
年
以
前
の
建
物

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
耐

震
補
助
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
建
物
の

価
値
を
高
め
、
次
代
も
住
む
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
耐
震
補
助
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
有
者
が
遠
方
で
居
住
さ
れ
て
い
る

場
合
は
空
家
の
現
状
把
握
が
困
難
な
た
め
、
責

任
意
識
が
希
薄
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
所

有
者
へ
の
チ
ラ
シ
の
送
付
な
ど
各
種
媒
体
を
活

用
し
、
所
有
者
一
人
一
人
に
意
識
啓
発
を
図
る

こ
と
が
、
空
家
問
題
の
解
消
に
一
歩
で
も
近
づ

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
組
み

　

空
家
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
様
々
な
課
題

に
横
断
的
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
の
関
係
部
局
が
協
力
し
て
空
家
対
策
に
対
応

で
き
る
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
建
築
に
関
わ
る
各
種
団
体
や
民
間
事

業
者
な
ど
と
連
携
し
た
取
組
み
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
庁
内
組
織
や
協
議
会
に
て
、
繰
り

返
し
協
議
を
行
い
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

利
活
用
施
策
や
空
家
改
善
に
対
す
る
補
助
制

度
、空
家
バ
ン
ク
の
整
備
、相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー

柏原市

大
橋
　
丘

　
柏
原
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
都
市
計
画
課
長

一
九
六
七
年	

大
阪
市
生
ま
れ

一
九
九
一
年	

近
畿
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒

一
九
九
六
年	

柏
原
市
入
庁
　
建
築
営
繕
、開
発
指
導
行
政
等
に
携
わ
る

二
〇
一
五
年
　
四
月
よ
り
現
職

現地調査②

現地調査①

市役所から東側
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

表
す
る
風
景
が
広
が
る
。
そ
ん
な
風
景
に
長
く
溶

け
込
ん
で
き
た
の
が
、
一
九
二
四
年
六
月
に
完
成

し
た
現
在
の
駅
舎
で
あ
る
。
訪
れ
る
と
、
明
治
神

宮
の
緑
を
背
に
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
の
木

造
軸
組
が
そ
の
ま
ま
外
壁
に
表
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
田
舎
町
に
あ
り
そ
う
な
駅
舎
が
健
在
で
、
外

国
人
旅
行
者
の
混
じ
る
多
く
の
人
々
が
行
き
交
う

何
気
な
い
風
景
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
映
る
。

　

資
料
な
ど
か
ら
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
い

か
に
こ
の
建
物
が
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
か
が
見
え

て
く
る
。
駅
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
原
宿
と
い

う
地
名
は
、
一
九
六
五
年
の
新
住
居
表
示
の
た
め

に
姿
を
消
し
た
が
、
も
と
も
と
は
鎌
倉
街
道
沿
い

の
宿
場
町
で
あ
っ
た
原
宿
村
に
始
ま
る
。
時
は
過

ぎ
明
治
期
に
入
る
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
背
景

に
一
九
〇
九
年
に
代
々
木
練
兵
場
が
開
設
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
農
業
や
水
車
業
が
衰
退
す
る
。
か

わ
っ
て
、
こ
の
地
は
、
明
治
神
宮
の
造
営
と
い

う
国
家
的
事
業
に
よ
り
近
代
化
が
進
ん
で
い
く
。

一
九
一
五
年
に
着
工
し
、
五
年
の
歳
月
を
か
け
て

一
九
二
〇
年
に
完
成
し
、
併
せ
て
表
参
道
も
竣
工

す
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
の

　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
何
か
生
き

急
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
と
し
か
思
え

な
い
の
は
、
こ
こ
数
年
来
、
東
京
で
近
代
建
築
の

取
り
壊
し
が
相
継
い
で
い
る
か
ら
だ
。
記
憶
に
新

し
い
の
は
、
こ
の
連
載
で
も
取
り
上
げ
た
国
立
競

技
場
︵
一
九
五
八
年
︶
や
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
︵
一

九
六
二
年
︶
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
九
六
四
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
建
設
さ
れ
、
戦
後
復
興

の
記
憶
を
刻
ん
だ
記
念
碑
的
な
建
物
だ
っ
た
。
他

に
も
、
東
京
會
舘
︵
一
九
七
一
年
︶
や
日
本
興
業

銀
行
本
店
︵
一
九
七
四
年
︶
が
半
世
紀
を
待
た
ず

に
姿
を
消
し
、
ソ
ニ
ー
ビ
ル
︵
一
九
六
六
年
︶
も

近
く
取
り
壊
し
が
始
ま
る
。
あ
る
意
味
で
戦
後
モ

ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
絶
頂
期
に
建
て
ら
れ
た
名
作
ば

か
り
が
次
々
に
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

東
京
は
上
手
に
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
た
渋
谷
区
神
宮
前
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
山
手
線

の
原
宿
駅
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
六
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
原
宿
駅

に
新
た
な
駅
舎
を
建
設
す
る
改
良
工
事
の
計
画
を

発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪

を
見
据
え
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
駅
の
利
便
性
向

上
が
目
的
だ
と
い
う
。
新
し
い
駅
舎
は
、
線
路
と

ホ
ー
ム
上
に
鉄
骨
造
二
層
で
整
備
し
、
延
床
面
積

約
一
七
〇
〇
㎡
の
規
模
に
な
る
。
一
日
約
七
万
四

千
人
の
乗
降
客
が
あ
り
、
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め

に
、
線
路
西
側
の
明
治
神
宮
側
に
も
出
入
口
を
新

設
し
、
地
下
通
路
に
よ
っ
て
竹
下
通
り
へ
続
く
竹

下
口
改
札
へ
の
接
続
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

既
存
駅
舎
を
使
い
な
が
ら
列
車
の
運
行
を
妨
げ
ず

に
工
事
を
行
う
た
め
、
工
期
は
約
五
年
に
及
び
、
全

体
の
完
成
は
二
〇
二
一
年
度
に
な
る
と
い
う
。
す

で
に
二
〇
一
七
年
一
月
に
工
事
は
着
工
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
発
表
さ
れ
た
完

成
予
想
図
や
計
画
図
に
は
、
既
存
の
木
造
駅
舎
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
は
、﹁
現
在
の
原
宿
駅
の
機

能
は
全
面
的
に
新
し
い
駅
舎
に
移
行
す
る
﹂
と
の

方
針
を
明
示
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意

味
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
旧
駅
舎
の
取
り
壊
し

を
前
提
と
し
た
計
画
な
の
で
は
な
い
の
か
。
こ
う

し
た
不
安
か
ら
、
東
京
都
内
に
現
存
す
る
最
も
古

い
大
正
期
の
木
造
駅
舎
の
行
方
に
注
目
が
集
ま

り
、少
し
ず
つ
議
論
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
現
状
を
見
て
お
き
た
い
と
思

い
、二
〇
一
七
年
三
月
初
旬
、現
地
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
宿
駅
は
、
西

側
に
明
治
神
宮
の
鬱
蒼
と
し
た
杜
と
代
々
木
公
園

の
芝
生
の
緑
が
広
が
り
、
東
側
に
は
青
山
通
り
に

向
っ
て
欅
並
木
の
美
し
い
約
一
・
一
キ
ロ
の
表
参

道
が
続
く
要
所
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
対
面
に
は
、

一
九
六
四
年
の
東
京
五
輪
の
メ
イ
ン
施
設
と
し
て

建
設
さ
れ
た
丹
下
健
三
の
国
立
屋
内
総
合
競
技

場
、
通
称
・
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー
ル
が
今

も
威
容
を
誇
る
。
一
方
で
、
北
側
に
は
若
者
文
化

の
発
信
地
と
し
て
知
ら
れ
る
竹
下
通
り
が
あ
る
な

ど
、都
市
的
ス
ケ
ー
ル
か
ら
人
間
的
な
路
地
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
空
間
が
集
積
し
、
東
京
を
代

翌
年
に
竣
工
し
た
の
が
、今
の
木
造
駅
舎
で
あ
る
。

　

続
く
一
九
二
六
年
か
ら
は
表
参
道
に
震
災
復
興

の
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
始
ま
り
、
翌
年
に

は
瀟
洒
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
が

表
参
道
に
ハ
イ
カ
ラ
な
街
並
み
を
誕
生
さ
せ
る
。

し
か
し
、
平
和
な
日
々
は
そ
う
長
く
は
続
か
ず
に

戦
争
へ
と
突
入
し
、
一
九
四
五
年
四
月
十
四
日
に

は
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
焼
夷
弾
攻
撃
に
よ
り
、
明
治

神
宮
は
炎
上
、
周
囲
の
木
造
家
屋
も
ほ
と
ん
ど
が

焼
失
す
る
。
だ
が
、
原
宿
駅
は
、
約
一
〇
発
の
直

撃
弾
を
受
け
た
も
の
の
、
不
発
だ
っ
た
た
め
奇
跡

的
に
無
事
だ
っ
た
。
後
の
一
九
七
五
年
八
月
の
記

者
会
見
の
際
、
皇
太
子
︵
現
在
の
天
皇
︶
が
、
敗

戦
直
後
の
原
宿
に
つ
い
て
の
感
想
と
し
て
、﹁
疎

開
先
の
日
光
か
ら
帰
っ
て
、
一
望
焼
け
跡
の
中
に

原
宿
駅
が
ポ
ツ
ン
と
残
っ
て
い
た
﹂
と
強
い
印
象

を
語
っ
た
と
い
う
︵﹃
原
宿
駅
の
し
お
り
﹄
日
本

国
有
鉄
道
東
京
西
局
原
宿
駅
発
行
一
九
七
六
年
︶。

　

敗
戦
後
は
、
代
々
木
練
兵
場
が
進
駐
軍
に
接
収

さ
れ
、
士
官
ク
ラ
ス
の
宿
舎
が
建
設
さ
れ
て
ワ
シ

ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
へ
と
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
原
宿
は
米
軍
の
街
と
し
て
発
展
し
、
ア
メ
リ

カ
文
化
が
育
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
日
本
が
占
領
か

ら
独
立
し
た
後
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
は
代
々

木
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
一
九
六
四
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
弾
み
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
文
化
の
香
り
の
す
る
お
洒
落
な
街
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
、今
日
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。

　

原
宿
駅
舎
は
、
旧
・
国
鉄
時
代
に
﹁
原
型
保
存

指
定
建
物
﹂
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
激
動
の
時
代

を
目
撃
し
、
人
々
と
共
に
歩
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
愛

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
そ
う
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。

生
き
て
使
わ
れ
る
現
役
の
駅
舎
と
し
て
整
備
が
進

む
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

明治神宮の杜を背にした東側入口

南側の表参道から見る駅舎遠景

原 宿 駅　1924 年
都内最古の木造駅舎の行方

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2017

第 10 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 10 回 対象作品
「建築人」2017 年１月号から 2017 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2018 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長

記憶の建築
松隈　洋
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Gallery 建築作品紹介 MP-house 設計：コンパス建築工房
施工：岩永組

密集する住宅地にある敷地は北に高く、南道路向かいは小学校に面する。
周囲の喧騒から離れるため、中庭型の平面構成とし、北に高い敷地形状
に沿ってスキップする断面形状とした。中庭は勾配のある竹の庭、和室
に面する北庭は和風とし、リビングの南はタイルのテラス、そして水回
りはバスコートに面する。どの部屋も中庭により、セキュリティやプラ
イバシーを確保しながら自然の採光や通風が得られる。正面は駐車場と
して大きく建物が張り出し、地上の竹が 2 階のテラスを突き抜ける。玄
関に入ると正面に庭が広がり、様々な景色を楽しみながら、緩やかに上
階に移っていくことができる。

所 在 地：福岡県福岡市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2016.08
構造規模：鉄筋コンクリー
　　　　　ト造　3 階
敷地面積：282.84㎡
建築面積：141.02㎡
延床面積：244.06㎡
写　　真：岡田大次郎
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Gallery 建築作品紹介 K-SOHO 設計：コンパス建築工房
施工：森繁建設

文化住宅 2 軒の建て替えである。敷地は東西に長く、3 方を狭隘な道路
に面する。1 階、3 階を高天井の主室に、2 階を二分して、1-2 階メゾネッ
トと 2-3 階メゾネットを組み合わせる。1-2 階メゾネットは道路からアク
セスできるバイクガレージ付きの住戸。2-3 階メゾネットは 2 階廊下から
入り 3 階の主室に至る。外観は 3 層の箱がズレて重なる形状とし、その
ズレによりプライバシーやセキュリティーを確保しながら各階に自然採
光や通風を得る構成。1 階はガラス張りの中庭、2 階は吹き抜けに面する
バルコニー、そして 3 階はインナーテラス。内部はスケルトンの素朴な
デザインとして、入居者の好みのインテリアが付加される余地を残した。

建 築 主：H1
所 在 地：大阪市
用　　途：共同住宅
竣　　工：2016.06
構造規模：鉄骨造　3 階
敷地面積：356.75㎡
建築面積：263.17㎡
延床面積：633.97㎡
写　　真：岡田大次郎
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Gallery 建築作品紹介 甲南高等学校・中学校スポーツ屋内練習場 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

芦屋山手の豊かな緑の中に建つ、伝統ある男子校のスポーツ屋内練習場
である。恵まれた自然環境を最大限に感じられるように、周辺の豊かな緑
を開口のフレームの中に切り取って見せたり、木々のシルエットや空をシル
バーの外壁に映したりすることで、建築を媒介として自然の移ろいへの気
付きを生み出している。また、スポーツの躍動感と共振する建築の力強さ
を表現するため、手仕事の感じられるボルト締め現しや、素材の持つ力強
さを生かしたカット面現しなど、4 種類のスチール折板で建物を構成してい
る。建築や周辺環境との関係を通じて、生徒たちが身体とともに感性も刺
激されながら成長していくことを願っている。　　　　　　　　（宮本聡子）

建 築 主：㈻甲南学園
所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：学校（中学校・
　　　　　高等学校）
竣　　工：2016.10
構造規模：S造・地上2階
敷地面積：32,270.48㎡
建築面積：773.99㎡
延床面積：1,285.30㎡
写　　真：堀内広治
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Gallery 建築作品紹介 富田林の家 設計：井上久実設計室
施工：西友建設

新たに購入された敷地は、閑静な住宅地の角地で、手入れの行き届いた
植栽と共に古い家がありました。この既存建屋の家具や照明器具、庭の
石や植栽を新しい住まいに活かしたいとの要望から、住まい手とモノの
それぞれに居場所を与えることをテーマにしました。
大きな屋根の下に、真ん中にリビングダイニングを、その周りに 4.5 畳
単位の個室を方位や視線を考慮して配しました。個室同士をアルコーブ
状の小さなスペースで繋げ、新旧の家具の居場所としました。真ん中の
新旧の調度と家族の居場所、アルコーブ、個室、それぞれの居場所の繋
がり様が、プライバシーの粗密を生み出します。　　　　　（井上久実）

所 在 地：大阪府富田林市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2017.02
構造規模：木造
敷地面積：292.25㎡ 
建築面積：117.97㎡
延床面積：101.39㎡ 
写　　真：冨田英次
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女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

建
築
女
子
が
さ
ら
に
輝
く
社
会
を
目
指
し
て

文　

田
代
加
奈

女
性
分
科
会
三
〇
周
年

　

二
〇
一
七
年
、
大
阪
府
建
築
士
会
・
女
性
分

科
会
は
設
立
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
女
性
技

術
者
が
珍
し
か
っ
た
一
九
八
七
年
に
綿
業
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
﹁
女
性
建
築
士
の
つ
ど

い
﹂
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
へ
の
発
信
、
自
己

研
鑚
に
努
め
る
事
を
目
的
と
し
、
実
務
に
役
立

つ
た
め
の
講
演
会
や
見
学
会
・
勉
強
会
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

一
九
八
八
年
か
ら
は﹁
ユ
ー
ザ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹂

を
開
始
し
、
建
築
士
の
持
つ
専
門
知
識
を
一
般

ユ
ー
ザ
ー
の
方
に
解
り
易
く
解
説
す
る
講
座
も

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
の
生
活
環
境

と
建
築
を
考
察
す
る
﹁
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
研
究

会
﹂、
木
の
文
化
を
多
面
的
に
捉
え
木
造
建
築

の
知
識
を
広
め
る
﹁
木
の
文
化
と
建
築
を
考
え

る
会
﹂、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
が
社
会
問
題

化
し
た
時
代
に
建
築
士
の
立
場
で
人
に
・
地
球

に
優
し
い
健
康
的
な
住
ま
い
を
追
求
す
る
﹁
健

康
住
宅
勉
強
会
﹂
の
三
つ
の
研
究
会
が
で
き
ま

し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
研
究
会
が
二
〇
〇
〇
年

に
作
成
し
た
︻
安
心
・
安
全
・
安
ら
ぎ
の
家
︼

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
研
究
会
に
お
け
る
勉
強
の

成
果
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
数
回
の
改
訂
に

加
え
、
一
昨
年
、
平
成
二
八
年
度
建
築
技
術
教

育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
得
て
、
分
科
会

メ
ン
バ
ー
全
員
で
時
代
に
合
わ
せ
た
内
容
に
改

め
、
新
版
と
し
て
発
刊
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
我
が
家
で
高
齢
化
に
伴
う
身
体
の

変
化
が
原
因
と
な
る
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
住
ま
い
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　

女
性
分
科
会
の
活
動
は
こ
の
三
〇
年
の
間
に

様
々
な
変
遷
を
経
て
き
ま
し
た
が
、
発
足
当
時

の
姿
勢
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は

建
築
へ
の
熱
意
を
持
っ
て
ま
じ
め
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
建
築
の
現
場
に
お
い
て
女
性
が
珍

し
い
時
代
に
発
足
し
、
三
〇
年
経
っ
た
今
で
は

現
場
監
督
や
職
人
さ
ん
に
も
女
性
の
技
術
者
も

増
え
時
代
は
変
わ
っ
た
な
ぁ
⋮
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
男
性
同
等
と
は
い
か
な

い
実
態
も
あ
り
、
今
後
の
変
化
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

私
と
建
築
士
会

　

私
は
建
築
士
会
に
入
会
し
た
の
は
一
九
九
二

年
の
コ
ン
ペ
が
き
っ
か
け
で
す
。
確
か
、
参

加
費
と
会
費
が
同
額
だ
っ
た
の
で
入
会
し
ま

し
た
。
積
極
的
に
活
動
し
た
の
は
い
つ
か
ら

か
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、﹁
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

フ
研
究
会
﹂
と
﹁
健
康
住
宅
勉
強
会
﹂
に
所
属

し
ま
し
た
。
学
ん
だ
事
は
し
っ
か
り
仕
事
に
役

立
て
て
お
り
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
設
計
に
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
し
、
健
康

住
宅
で
学
ん
だ
こ
と
は
自
宅
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
時
に
呼
吸
す
る
桧
や
和
紙
を

貼
っ
た
事
、
自
然
素
材
を
多
用
し
て
身
体
に
優

し
い
住
ま
い
を
仕
事
で
も
お
勧
め
出
来
た
事
、

灘
神
戸
生
協
さ
ん
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
機

会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
宅
を
作
る
仲
間
達

で
は
、
相
談
会
を
通
じ
て
自
称
﹁
大
阪
の
お
ば

ち
ゃ
ん
﹂
の
家
も
設
計
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
女
性
分
科
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
本
当
に
仕

事
や
生
活
に
活
か
せ
て
お
り
、
会
費
以
上
の
メ

リ
ッ
ト
を
充
分
に
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

後
一
〇
年
ほ
ど
は
建
築
士
会
を
離
れ
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
時
間
を
割
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
近

年
ま
た
古
巣
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
女
性
代
表
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
代
表
を
務
め
る
重
責
を
感
じ
な
が
ら
、
私

が
得
た
建
築
士
会
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
後
輩
達
に

も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
女
性
建
築

士
が
建
築
業
界
で
仕
事
し
や
す
い
環
境
作
り
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
分
科
会
三
〇
周
年
記
念
事
業

　

女
性
分
科
会
で
は
、
三
〇
周
年
を
記
念
し
て

い
く
つ
か
の
事
業
を
計
画
中
で
す
が
、
そ
の
一

つ
は
建
築
女
子
会
を
開
く
事
で
す
。

　

建
築
女
子
が
男
性
同
様
に
仕
事
の
で
き
る
社

会
に
な
る
事
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
建
築
業

界
に
限
っ
た
話
で
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

業
種
に
よ
っ
て
仕
事
内
容
は
違
っ
て
き
ま
す
。

時
間
で
切
り
上
げ
る
仕
事
も
あ
れ
ば
四
六
時
中

考
え
る
事
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
参
加

す
る
建
築
女
子
な
ら
で
は
考
え
を
聞
く
機
会
と

し
て
今
年
一
〇
月
頃
に
参
加
者
全
員
が
発
言
の

機
会
を
持
つ
建
築
女
子
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
建
築
を
仕
事
に
し
て
、
良
か
っ
た
事
、
悪

か
っ
た
事
、
仕
事
と
生
活
、
育
児
や
介
護
、
こ

う
い
う
助
け
が
あ
れ
ば
良
い
な
ど
の
建
設
的
な

意
見
も
含
め
て
、
参
加
者
で
膨
ら
ま
せ
て
改
善

策
も
探
り
ま
す
。
発
表
の
場
に
は
男
性
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
会
を
開
き
ま

す
。
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に
一
〇
年
、二
〇
年
、

三
〇
年
後
の
建
築
女
子
が
よ
り
一
層
輝
く
状
況

を
作
る
提
言
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
築
女
子
の
輝
く
未
来
の
為
に
女
性
三
〇
周

年
女
子
会
に
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
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大阪弁護士会と
相互協力の覚書締結

橋本頼幸

　

二
〇
一
七
年
三
月
六
日
に
大
阪
弁
護
士
会
︵
山

口
健
一
会
長
︶
と
大
阪
府
建
築
士
会
は
、
相
互
協

力
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

非
常
時
の
災
害
発
生
時
の
連
携
や
協
力
の
み
な
ら

ず
、
平
時
の
建
築
紛
争
解
決
な
ど
に
向
け
て
、
相

互
の
理
解
と
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
弁
護
士
と
建
築
士
の
連
携
は
個
人

的
な
つ
な
が
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
お
互
い

の
会
と
し
て
つ
な
が
り
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
全
国
の
単
位
会
、
連
合

会
に
お
い
て
も
お
そ
ら
く
初
め
て
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
覚
書
調
印
式
と
会
見
の
模
様

は
、
建
設
業
界
新
聞
六
紙
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

弁
護
士
会
と
建
築
士
会
が
組
織
的
に
協
力
す
る

こ
と
は
、
平
時
に
お
い
て
は
建
築
に
ま
つ
わ
る
紛

争
解
決
に
向
け
て
の
土
台
作
り
が
で
き
た
こ
と
に

な
り
、
ま
た
災
害
発
生
時
に
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
窓
口
の
提
供
に
つ
な
が
り
、

府
民
の
安
心
・
安
全
の
一
助
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

両
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ

　

岡
本
会
長
か
ら
は
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
て
﹁
大
阪

弁
護
士
会
と
は
互
い
に
社
会
の
安
心
・
安
全
を
守

る
公
益
団
体
で
あ
り
、
行
政
等
が
設
置
す
る
委
員

会
へ
の
公
的
派
遣
も
多
く
、
共
に
大
き
な
期
待
を

持
た
れ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
社
会
に
大
き
く
貢

献
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
建
築
士
会
も
弁
護
士
会

と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
﹂
と
述
べ
ら
れ
、

弁
護
士
会
山
口
健
一
会
長
︵
当
時
︶
か
ら
も
﹁
こ

れ
ま
で
個
別
に
対
応
し
て
き
た
建
築
紛
争
や
災
害

時
対
応
に
組
織
的
に
取
り
組
む
窓
口
が
で
き
た
。

府
民
の
役
に
立
つ
と
考
え
る
。﹂
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

覚
書
締
結
に
い
た
る
ま
で

　

二
〇
一
六
年
八
月
一
七
日
に
本
会
の
鑑
定
業
務

支
援
分
科
会
と
弁
護
士
会
の
住
宅
紛
争
審
査
会
運

営
委
員
会
と
の
意
見
交
流
会
が
弁
護
士
会
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
に
は
岡
本
会
長
も
出

席
さ
れ
、
弁
護
士
会
の
皆
さ
ん
と
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紛
争
解
決
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、そ
の
後
両
会
で
会
議
を
重
ね
、

弁
護
士
と
建
築
士
が
ど
の
よ
う
に
役
割
分
担
を
す

る
べ
き
か
に
つ
い
て
一
一
月
二
二
日
に
は
弁
護
士

会
共
催
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
弁

護
士
と
建
築
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、

補
い
合
う
関
係
で
訴
訟
化
社
会
の
進
展
等
紛
争
解

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

そ
の
連
携
に
向
け
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
八
月
の
意
見
交
流
会
で
は
、
二
〇
一
六

年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
け
る
被
災
支

援
対
応
に
つ
い
て
も
話
が
出
ま
し
た
。
弁
護
士
会

に
も
災
害
復
興
支
援
委
員
会
が
あ
り
、
熊
本
地
震

の
支
援
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
弁
護
士
だ
け
の
支
援
で
は
限

界
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
建
築
士
会
と
弁
護

士
会
の
担
当
委
員
会
同
士
で
意
見
交
換
の
場
を
つ

く
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
六
年

九
月
二
八
日
に
、
弁
護
士
会
の
災
害
復
興
支
援
委

員
会
と
の
意
見
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先

の
熊
本
地
震
の
経
験
か
ら
、
協
力
し
て
も
ら
え
る

建
築
士
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
復
興
支
援
に
お
い

て
建
築
士
と
の
連
携
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
不
可

欠
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
建
築
紛
争
に
し
て
も
被
災
支
援
に
し

て
も
、
弁
護
士
と
建
築
士
の
連
携
は
個
人
的
な
つ

な
が
り
の
中
で
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

紛
争
解
決
や
災
害
支
援
は
法
的
に
も
技
術
的
に
も

複
雑
化
し
、
規
模
が
大
き
く
長
期
わ
た
る
よ
う
な

場
合
は
個
人
的
な
つ
な
が
り
に
頼
る
だ
け
で
は
限

界
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
個
人
的
で
、
そ
の
と

き
限
り
の
つ
な
が
り
で
は
な
く
、
弁
護
士
会
と
建

築
士
会
と
い
う
お
互
い
の
専
門
家
団
体
同
士
が
常

に
提
携
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
必
要
で
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
迅
速
か

つ
確
実
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
作
業
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
両
団

体
で
協
定
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
支
援
活
動

　

こ
れ
ま
で
建
築
士
会
で
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
弁
護
士
会
も
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
災
直
後
の
支
援
活

動
は
、
法
的
サ
ポ
ー
ト
よ
り
も
建
築
技
術
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
が
優
先
さ
れ
、
弁
護
士
会
と
し
て
も
歯

が
ゆ
い
活
動
に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
一

方
で
、
建
築
士
会
に
お
い
て
も
、
建
築
技
術
面
の

支
援
の
先
に
必
ず
法
的
支
援
を
必
要
と
す
る
時
期

が
く
る
こ
と
が
明
確
で
、
建
築
士
の
活
動
か
ら
弁

護
士
の
活
動
へ
府
民
社
会
の
窮
状
に
切
れ
目
な
く

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

建
築
相
談
に
お
け
る
役
割

　

建
築
相
談
に
お
い
て
は
、
弁
護
士
も
建
築
士
も

共
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
建
築
士

か
ら
相
談
に
乗
っ
た
場
合
、
本
来
弁
護
士
し
か
で

き
な
い
仲
裁
や
和
解
交
渉
な
ど
を
建
築
士
自
ら

行
っ
て
し
ま
う
﹁
非
弁
行
為
﹂
は
明
ら
か
な
弁
護

士
法
違
反
で
す
が
、
良
か
れ
と
思
っ
て
踏
み
込
ん

で
し
ま
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
弁
護
士
か

ら
相
談
に
乗
っ
た
場
合
に
、
建
築
士
に
相
談
せ
ず

に
素
人
の
相
談
者
の
意
見
だ
け
で
対
応
し
た
た
め

に
問
題
解
決
を
長
引
か
せ
た
り
、
建
築
士
が
確
認
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単
位
の
単
位
会
だ
け
で
は
自
身
が
被
災
者
に
な
っ

た
場
合
の
活
動
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の
で
、
よ
り

広
域
な
連
携
を
目
指
し
て
、
両
団
体
の
近
畿
や
全

国
組
織
な
ど
と
の
協
力
体
制
作
り
も
必
要
に
な
る

は
ず
で
す
。

余
談

　

今
回
、
当
会
と
弁
護
士
会
の
協
定
が
う
ま
く

い
っ
た
一
つ
の
要
因
に
、
当
会
の
岡
本
会
長
と
弁

護
士
会
の
山
口
健
一
会
長
︵
当
時
︶
が
同
じ
鹿
児

島
・
薩
摩
川
内
市
の
出
身
で
地
元
が
非
常
に
近
く
、

な
お
か
つ
同
年
で
あ
り
、
多
く
の
友
人
が
重
な
っ

て
あ
っ
た
と
い
う
極
め
て
偶
然
の
一
致
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
と
も
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
岡
本
会
長
と
山
口
会
長
の
意

見
交
流
会
の
場
に
同
席
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
お

話
に
な
る
と
全
く
つ
い
て
行
け
な
く
な
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
縁
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
弁
護
士
会

に
と
っ
て
も
、
当
会
に
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
出

来
事
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
活
動
に
な
る

こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

し
て
い
れ
ば
気
づ
い
た
は
ず
の
別
の
大
き
な
問
題

を
見
逃
し
た
り
す
る
よ
う
な
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
互
い
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
普

段
か
ら
提
携
を
密
に
し
、
お
互
い
の
役
割
を
明
確

に
し
、
相
互
の
専
門
性
を
活
か
す
こ
と
が
、
相
談

者
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

日
常
の
建
築
相
談
に
つ
い
て

　

弁
護
士
会
に
お
い
て
も
日
常
の
建
築
相
談
が
あ

り
ま
す
が
、
有
料
で
年
間
五
〇
件
程
度
と
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
建
築
士
会
で
は
無
料
の

電
話
相
談
が
年
間
六
〇
〇
件
近
く
あ
り
ま
す
。
弁

護
士
へ
の
相
談
は
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
る

の
か
、
な
ど
弁
護
士
の
意
見
も
で
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
建
築
士
に
建
築
の
ト
ラ
ブ
ル
を
相
談
し
て

も
良
い
の
か
と
思
う
消
費
者
も
多
く
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
現
状
に
お
い
て
は
お
互
い
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
十
分
に
応
え
て
い
る
と
い
う
状
況
で
は
な
い
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、
建
築
士
会
へ
の
相
談
も
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
と
思

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
弁
護
士
会
で
の
相
談
は
そ

の
逆
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
を
た
ら
い
ま
わ

し
に
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の

覚
書
締
結
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
社
会
に
求
め
ら

れ
る
相
談
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
各
々
の
勉
強
会
や
研
修
会
な
ど
に
お

い
て
、
適
切
な
人
材
を
講
師
派
遣
し
、
技
術
や
情

報
交
換
か
ら
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
相
互
の
業
務
に
役
立
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
互
い
の
専
門
性
を
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
新
た
な
業
容
拡
大
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
同
じ
都
道
府
県

大阪府建築士会における市民向け建築相談（建築相談室）
相談員　大阪府建築士会会員の建築士の中から相談員が対応

□電話相談
相談日　月曜日から金曜日 午後１時～４時 （ただし、祝祭日・盆休み・年末年始を除く） 
相談料　30 分以内を限度に無料
□面接相談 （要予約）
相談日　月曜日から金曜日 午後４時～５時 （ただし、祝祭日・盆休み・年末年始を除く）  
相談場所　公益社団法人大阪府建築士会
相談料　1 時間以内 5,400 円（延長料金１時間以内 3,240 円） 
　　☆火曜日 午前 11 時～午後 5時　「住宅を設計する仲間達」による、主に新築・リフォームなどの面接相談（相談無料）
      ◇木曜日 午後 1時 ～ 午後 5時　「マンション維持管理相談チーム」による、主に分譲マンションに関する面接相談
□現地相談 （要予約）
相談日　相談員と相談依頼者が事前連絡で日時を取決める
相談料　1 回半日（ 3 時間以内） 33,000 円 　1 回１日（ 3 時間以上） 55,000 円 

大阪弁護士会における市民向け建築相談（住宅建築相談）
□面接相談 （要予約）

相談日　火曜日・木曜日 午後１時～４時（ただし、祝祭日・盆休み・年末年始を除く） 
相談場所　大阪弁護士会 総合法律相談センター （大阪弁護士会館 1階） 
相談料　30 分以内 5,400 円　その後は 15 分ごとに 2,700 円の追加料金制（相談時間は最大 1時間まで） 

出典：大阪府建築士会HP・大阪弁護士会HP
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
49
回

IRによる都心臨海部の再生（前編）税負担なき公共政策

な
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
政
府
に
は
も
う
ひ

と
つ
の
大
き
な
狙
い

が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

九
〇
年
代
初
頭
か
ら

埋
め
立
て
ら
れ
な
が

ら
、
長
引
く
不
況
で

開
発
が
止
ま
っ
て
い

た
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
Ｃ

Ｂ
Ｄ
開
発
の
た
め
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
あ

た
る
地
区
と
、
建
国

以
来
観
光
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
な
が
ら
魅
力

的
な
施
設
も
な
い
セ
ン
ト
ー
サ
島
と
い
う
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
顔
と
も
言
え
る
ふ
た
つ
の
地
域
の

開
発
と
活
性
化
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
政
府
は
、
カ
ジ
ノ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
ふ

た
つ
の
事
業
者
に
限
定
的
に
与
え
る
こ
と
で
市

場
で
の
成
功
を
担
保
、
そ
の
代
わ
り
に
カ
ジ
ノ

が
も
た
ら
す
多
大
な
収
益
を
も
と
に
し
た
税

金
・
納
付
金
の
目
的
税
的
活
用
は
も
ち
ろ
ん
、

事
業
者
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
入
札
時
の
開
発
条
件
と
し
て
課
す

﹁
税
負
担
な
き
公
共
政
策
﹂
と
も
呼
ぶ
べ
き
施

策
を
と
っ
た
。

　

例
え
ば
、
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
は
客
単
価
の
高
い

ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
者
︵
二
〇
一
五
年
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
観
光
局
の
調
査
で
は
一
般
旅
行
客

の
約
一
・
七
倍
︶
や
富
裕
層
を
引
き
つ
け
る
た

め
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
機
能
の
充
実
や
世
界
レ
ベ
ル
で

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
の
設
置
を
義

務
付
け
た
。
一
方
、
セ
ン
ト
ー
サ
島
は
、
採
算

性
の
問
題
で
何
度
も
誘
致
に
失
敗
、
悲
願
で

あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
初
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
の
設
置
を
条
件
と
し
た
。

　

政
府
は
こ
れ
ら
投
資
開
発
力
の
問
題
で
停
滞

し
て
い
た
未
利
用
地
・
低
開
発
地
域
の
開
発
に

ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
る
た
め
、
Ｉ
Ｒ
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
手
に
し
た
わ
け
だ
。
他
に
も
開

発
条
件
に
は
、
美
術
館
や
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
性
の
高
い
施
設
の
建
設
、
遊
歩
道
、
大

容
量
の
駐
車
場
、
市
民
誰
も
が
使
用
で
き
る
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
、
歩
道
橋
、
野
外
劇
場
な
ど
の
設

置
や
、
共
同
溝
、
駅
舎
、
地
冷
プ
ラ
ン
ト
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
課
し
て
い
た
。
純
粋
に
民

営
事
業
で
あ
り
な
が
ら
、
公
益
性
を
担
保
し
た

開
発
を
可
能
と
す
る
と
こ
ろ
に
Ｉ
Ｒ
の
本
質
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

③ 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

  

「
低
開
発
地
区
へ
の
カ
ジ
ノ
導
入
」

　

カ
ジ
ノ
か
ら
Ｉ
Ｒ
へ
と
転
換
し
て
い
く
歴
史

的
背
景
を
少
し
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

モ
ナ
コ
な
ど
の
欧
州
の
リ
ゾ
ー
ト
を
起
源
と

す
る
カ
ジ
ノ
は
、
そ
の
莫
大
な
収
益
力
に
目
を

つ
け
た
民
間
資
本
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
や
マ
カ

オ
に
渡
り
、
二
十
世
紀
に
入
り
大
衆
化
・
巨
大

化
し
た
。
そ
の
後
大
成
功
し
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を

モ
デ
ル
に
、
観
光
産
業
発
展
の
た
め
の
核
施
設

と
し
て
全
世
界
一
一
二
カ
国
に
導
入
さ
れ
、
現

① 

Ｉ
Ｒ
と
は
？

　

昨
年
十
二
月
の
﹁
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域

の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
﹂
成
立
に
と

も
な
い
、
Ｉ
Ｒ
と
い
う
言
葉
を
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
見
か
け
た
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

実
は
、こ
の
Ｉ
Ｒ
と
い
う
用
語
はIntegrated 

Resort

︵
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
︶
の
略
称
で
、

二
〇
〇
四
年
以
降
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
﹁
カ
ジ
ノ

を
含
む
複
合
型
観
光
施
設
﹂
を
導
入
す
る
に
あ

た
り
、
政
府
自
ら
導
入
し
た
造
語
で
あ
る
。
政

府
が
検
討
す
る
の
は
﹁
カ
ジ
ノ
﹂
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｒ
と
名
付
け
た
新
た
な
観
光
拠
点
開
発
で
あ

り
、
観
光
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

振
興
の
た
め
の
装
置
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民

に
周
知
す
る
狙
い
だ
っ
た
と
い
う
。

② 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

  
「
税
負
担
な
き
公
共
政
策
」

　

そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
建
国
以
来
何
度
も
カ

ジ
ノ
合
法
化
議
論
が
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的
高

い
イ
ス
ラ
ム
教
徒
比
率
と
、
建
国
の
父
で
あ
る

故
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
初
代
首
相
が
強
力
な
カ

ジ
ノ
反
対
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長
ら

く
実
現
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
内
物
価

の
上
昇
や
東
南
ア
ジ
ア
で
の
観
光
客
の
選
択
肢

が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
観
光
産
業
は
徐
々
に
競
争
力
を
消
失
。
加

え
て
二
〇
〇
三
年
のSA

RS

の
発
生
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
観
光
産
業
に
決
定
的
な
打
撃
を
与

え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
強
い
危
機

感
を
持
っ
た
政
府
は
、
カ
ジ
ノ
合
法
化
に
本
格

的
に
動
き
出
し
た
結
果
、
と
う
と
う
二
〇
〇
六

年
に
カ
ジ
ノ
管
理
法
を
成
案
さ
せ
、
二
〇
一
〇

年
に
は
二
つ
の
Ｉ
Ｒ
が
誕
生
、
国
際
的
な
ツ
ー

リ
ズ
ム
競
争
の
中
で
大
成
功
を
収
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｉ
Ｒ
導
入

は
、
当
然
の
よ
う
に
観
光
振
興
が
目
的
だ
と
み

勝見　博光
60 年京都で清水焼窯元の長男として生まれる。84 年大阪大学人間科学部卒業、㈱リクルート入社。91 年㈱ケイオス設立。まちづくり、商業
施設開発、都市政策等のコンサルティング、調査研究業務を行う。04 年「シルク・ドゥ・ソレイユ」研究のために大阪市立大学大学院創造都
市研究科入学、09 年博士後期課程単位取得満期退学。05 年「IR」に関するコンサルティング、調査研究と海外カジノリゾートの PR を専業
とする㈱グローバルミックス設立。現在に至る。

昨年末に IR 法案が国会で成立しました。世間ではギャンブル依存症と結びつけて語られがちですが、で
は我々の職能である建築の分野では何が起ころうとしているのでしょうか？ 候補地として夢洲が取り沙
汰されていることもあり、大阪がどのように取り組もうとしているのか、その背景と今後の展開について、
この分野の第一人者である勝見博光さんに、今月、来月の 2 回にわたり解説していただきます。

Marina Bay Sands

Resorts World Sentosa
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そ
の
後
も
﹁A

genda 21

﹂
で
定
義
さ
れ
た

と
お
り
に
カ
ジ
ノ
収
益
の
地
域
へ
の
分
配
が
行

わ
れ
、M

elbourne A
quarium

︵
二
〇
〇
〇

年
︶、National Gallery of V

ictoria

︵
二
〇
〇

二
年
︶、Southbank T

heatre

︵
二
〇
〇
九
年
︶

な
ど
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
開
発
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
い
た
地
域
が
文
化
、芸
術
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
街
と
し
て
多
く
の

人
を
集
め
る
ま
で
に
再
生
、
現
在
で
は
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

と
な
り
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
最
も
活
性
化
し
た
地

区
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
二
の
都
市
に
お
け
る
Ｉ

Ｒ
導
入
と
い
う
文
脈
か
ら
も
、
大
阪
の
お
手
本

と
す
べ
き
事
例
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ラ
ス
ベ

ガ
ス
で
は
な
く
、
こ
の
メ
ル
ボ
ル
ン
な
の
か
も

し
れ
な
い
。︵
次
号
に
続
く
︶

在
で
はO

ECD

に
加
盟
す
る
全
三
十
四
カ
国
中
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
日
本

の
三
カ
国
を
除
く
、
三
一
カ
国
に
存
在
す
る
。

　

八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
疲
弊

し
た
都
市
の
再
生
を
目
的
に
し
た
動
き
が
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
の
各
都
市
で
起
こ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
政
府
主
導
で
原
則
一

州
に
ひ
と
つ
の
カ
ジ
ノ
が
導
入
さ
れ
、
大
き
な

成
功
を
収
め
る
︵
こ
の
特
定
地
域
に
ラ
イ
セ
ン

ス
を
限
定
す
る
考
え
方
を
日
本
政
府
も
引
き
継

い
で
い
る
︶。
と
く
に
、
メ
ル
ボ
ル
ン
・
サ
ウ

ス
バ
ン
ク
地
区
や
シ
ド
ニ
ー
・
ダ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー

バ
ー
地
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
世
界
各
国
か

ら
多
く
の
視
察
が
訪
れ
る
﹁
Ｉ
Ｒ
に
よ
る
都
市

再
生
﹂
事
例
と
し
て
名
高
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

政
府
が
Ｉ
Ｒ
を
導
入
す
る
際
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
各
自
治
体
と
カ
ジ
ノ
事
業
者
が
結
ん
だ
開

発
契
約
を
徹
底
的
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
た
こ
と

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
メ
ル
ボ

ル
ン
・
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
地
区
に
導
入
さ
れ
た
ク

ラ
ウ
ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　

メ
ル
ボ
ル
ン
は
も
と
も
と
ヤ
ラ
川
沿
い
の
高

台
に
造
ら
れ
た
街
で
あ
っ
た
が
、
川
の
南
側

の
﹁
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
﹂
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
低

地
で
湿
地
で
あ
っ
た
た
め
、
街
は
川
の
北
側
に

の
み
向
け
て
広
が
っ
て
い
っ
た
。
南
側
の
川
沿

い
は
長
ら
く
鉄
道
の
線
路
、
倉
庫
、
工
場
、
港

湾
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
同
時
に

治
安
の
悪
化
や
都
心
部
か
ら
の
孤
立
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
七
〇
年
代
あ
た
り
か
ら
街
の
人
口

が
増
加
し
、
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
の
有
効
活
用
が
模

索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
一
年
に
作
成

さ
れ
た
﹁M

ET
RO

PO
LIT

A
N

 ST
RA

T
EGY

 
IM

PLEM
EN

T
A

T
IO

N

﹂
に
お
い
て
、
ヤ
ラ

川
南
側
を
経
済
、
産
業
、
居
住
地
と
し
て
開
発

す
る
こ
と
、
ヤ
ラ
川
沿
い
に
文
化
・
観
光
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
機
能
を
開
発
す
る
こ
と
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、一
九
八
四
年
にA

rts Centre 
M

elbourne

が
建
設
さ
れ
、
サ
ウ
ス
バ
ン

ク
の
再
開
発
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、

M
elbourne Convention Center

︵
一
九
九
〇

年
︶、Southgate A

rts &
 Leisure Com

plex

︵
一
九
九
二
年
︶
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
が
、

そ
の
間
の
一
九
九
一
年
、
長
期
間
の
議
論
を
経

て
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
建
設
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
カ
ジ
ノ
の
意
義
に
つ
い
て

一
九
九
三
年
発
表
の
﹁A

genda 21

﹂
で
は
、

国
際
的
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
お
よ
び
そ
の
た

め
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
と
さ
れ
、

カ
ジ
ノ
ラ
イ
セ
ン
ス
料
収
入
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン

の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
国
際
的
競
争
力
の
あ
る
都

市
と
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、周
辺
の
文
化
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
投
入

さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
Ｉ
Ｒ
の
原
型
と
も
い
え
るCrow

n 
Entertainm

ent Com
plex

は
今
か
ら
ち
ょ
う

ど
二
十
年
前
の
一
九
九
七
年
に
開
業
さ
れ
た
。

そ
の
前
年
の
一
九
九
六
年
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
州
公
設
のM

el
bourne Exhibition 
Center

が

開
業
、

現
在
で
もCrow

n 
E

ntertainm
ent 

Com
plex

と
と
も

に
、
展
示
場
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と

ホ
テ
ル
や
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

等
が
一
体
化
し
た

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
拠
点
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

Melbourne Southbank（1950 年代） Melbourne Southbank（現在）

Melbourne Exhibition Center（1996）

Arts Centre Melbourne（1981）

参考文献
・MICE 2020 Roadmap Report
（Singapore Tourism Board）

・オセアニアゲーミング事情視察
調査報告書平成16年

 （社団法人日本プロジェクト産業協
議会都市型複合観光事業研究会）

・METROPOLITAN STRATEGY 
IMPLEMENTATION（1981）
Melbourne Metropolitan Board
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

三
月
十
五
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

出
席　
理
事
三
九
名  

監
事
二
名  

名
誉
会
長
他
一
一
名

︵
１
︶
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一〇
、〇
八

二
、二
九
一
円
、支
出
一
〇
、八
六
七
、三
五
一
円
、差
引
△

七
八
五
、〇
六
〇
円
で
、本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は

一五
、三
六
七
、六
九一円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
二
月
末
時
点
の
決
算
見
込
額
は
、
本
年
度

予
算
に
対
し
て
約
二
五
〇
万
円
の
黒
字
と
な
る
見

通
し
を
報
告
し
ま
し
た
。
会
費
収
入
は
会
員
数
で

は
当
初
一
五
〇
名
の
減
少
予
測
に
対
し
て
一
〇
〇

名
程
度
の
減
少
で
留
ま
る
見
込
み
で
あ
り
、
各
委

員
会
は
事
業
収
支
の
改
善
に
努
め
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
、

定
期
講
習
、
二
二
条
講
習
、
耐
震
関
連
事
業
、
省

エ
ネ
講
習
等
の
事
業
収
支
が
予
算
額
を
上
回
っ
て

黒
字
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

︵
３
︶
二
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
基
本
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、

公
益
目
的
事
業
及
び
収
益
事
業
と
そ
の
他
事
業
の

三
部
門
の
事
業
内
容
と
そ
の
目
的
を
審
議
し
て
承

認
し
ま
し
た
。

︵
４
︶
二
九
年
度
予
算
案
は
、
二
月
度
理
事
会
承
認

案
を
決
算
見
込
み
の
好
転
に
伴
い
補
正
し
ま
し
た
。

会
費
収
入
、
耐
震
講
習
、
研
修
事
業
等
の
予
算
を

決
算
見
込
み
額
に
応
じ
て
増
額
し
、
耐
震
評
価
業

務
の
件
数
減
、
全
国
大
会
の
参
加
登
録
費
負
担
増

な
ど
を
見
込
み
、
収
支
額
一
四
二
，
八
七
三
千
円
、

差
引
額
〇
円
の
予
算
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

︵
５
︶
二
九
年
度
の
組
織
は
現
状
の
体
制
と
し
、

役
員
数
は
被
災
支
援
業
務
担
当
と
し
て
一
名
増
員

し
た
、理
事
四
五
名
と
監
事
二
名
︵
候
補
者
含
む
︶

に
よ
る
会
務
分
掌
案
を
承
認
し
、
こ
れ
ら
の
役
員

候
補
者
を
定
時
総
会
に
諮
っ
て
理
事
・
監
事
を
選

任
し
ま
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

十
二

　
　
　

工
事
監
理
者
の
責
任
割
合文　

橋
本
頼
幸

ボ
ヤ
で
発
覚
し
た
不
具
合

　
一
二
年
前
に
店
舗
の
設
計
監
理
を
し
た
建
築
士
か

ら
の
相
談
。そ
の
店
舗
が
ボ
ヤ
に
あ
い
、厨
房
の
下
地

が
可
燃
性
の
材
料
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
発
覚
し
た
。設
計
仕
様
は
不
燃
材
料
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
。施
主
か
ら
、取
り
替
え
に
要
す
る

費
用
を
施
工
者
と
折
半
し
て
負
担
す
る
よ
う
に
求
め

ら
れ
た
が
、納
得
で
き
な
い
。監
理
者
と
し
て
の
責
任

割
合
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
。︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
︶

設
計
・工
事
監
理
の
瑕
疵（
か
し
）

　

設
計
者
が
設
計
ミ
ス
を
し
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
、

工
事
監
理
者
の
指
示
や
確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め

に
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、瑕
疵︵
本
来
あ
る
べ
き

性
能
や
品
質
を
備
え
て
い
な
い
状
態
︶と
し
て
賠
償
す

る
義
務
が
生
じ
ま
す
。一
方
で
設
計
監
理
者
が
適
切

に
業
務
を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、施
工
者
が
設

計
内
容
や
指
示
を
守
ら
ず
に
発
生
し
た
瑕
疵
に
つ
い

て
は
、施
工
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。設
計
ミ
ス
は
比

較
的
わ
か
り
や
す
い
一
方
で
、一
般
的
に
工
事
監
理
の
ミ

ス
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り
に
く
い
と
言
え
ま
す
。

工
事
監
理
に
問
題
は
あ
っ
た
の
か
？

　

こ
の
相
談
者
の
場
合
は
、設
計
仕
様
書
に
明
記
さ

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、工
事
監
理
に
ミ
ス
が

あ
っ
た
の
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
。ご
承
知
の
通
り
法

的
に
定
義
さ
れ
て
い
る﹁
工
事
監
理
﹂は﹁
そ
の
も
の
の

責
任
に
お
い
て
工
事
を
設
計
図
書
と
照
合
し
、そ
れ

が
設
計
図
書
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い

か
を
確
認
す
る
こ
と︵
建
築
士
法
二
条
六
項
︶﹂で
す

の
で
、設
計
図
書
通
り
施
工
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認

し
た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ま
す
。今
回
は
結
果
的
に

設
計
図
書
通
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

確
認
を
怠
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
を
も
っ
て「
確
認
し
た
」こ
と
に
な
る
の
か

　

国
交
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
が
平
成
二
一
年
九

月
に
作
成
し
た﹁
工
事
監
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂に﹁
工

事
と
設
計
図
書
と
の
照
合
及
び
確
認
﹂の
具
体
的
方

法
が
示
さ
れ
て
お
り
、﹁
立
会
確
認
も
し
く
は
書
類
確

認
の
い
ず
れ
か
又
は
両
方
を
併
用
し
て
﹂と
し
て
い
る

が
、工
種
ご
と
の
確
認
項
目
や
立
会
も
し
く
は
書
類

確
認
の
い
ず
れ
に
よ
る
べ
き
か
な
ど
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。原
則
と
し
て
工
事
監
理
者
の
合
理
的
な
裁
量

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。場
合
に
よ
っ
て
は
、

合
理
的
な
方
法
に
よ
る
確
認
を
し
な
か
っ
た
と
し
て

監
理
義
務
違
反
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

書
類
確
認
は
確
実
に
で
き
る
の
か

　

書
類
確
認
の
た
め
に
は
、施
工
者
か
ら
記
録
や
書

類
が
提
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、施
工
者
に

は
工
事
請
負
契
約
上
、常
に
全
て
の
記
録
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、施
工
の
全
工

程
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
記
録
の
整
備
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。し
か
も
工
事
監
理
者
に
は﹁
工
事
が
設

計
図
書
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
直
ち
に

注
意
を
与
え
、施
工
者
が
注
意
に
従
わ
な
い
と
き
は

そ
の
旨
を
建
築
主
に
報
告
す
る︵
建
築
士
法
一
八
条

三
項
︶﹂程
度
の
権
限
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

監
理
者
に
で
き
る
こ
と

　

工
事
監
理
者
が
建
築
士
法
や
契
約
に
違
反
し
て

損
害
を
受
け
た
場
合
、施
主
は
工
事
監
理
者
に
対
し

て
債
務
不
履
行
責
任
や
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
時
効
に
つ
い
て
は
弁

護
士
に
判
断
を
委
ね
ま
す
が
、建
築
士
と
し
て
は
少

な
く
と
も
施
主︵
依
頼
者
︶に
対
し
て
こ
ま
め
に
経
緯

や
施
工
者
へ
の
指
示
内
容
を
文
書
な
ど
で
報
告
し
、

残
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。工
事
中
の
監
理

は
、監
理
者・施
工
者
共
に
工
事
の
進
行
に
追
わ
れ
て

書
類
の
整
備
を
怠
り
が
ち
で
す
が
、い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
互
い
に
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
編
集
後
記

建
築
情
報
委
員
会　

委
員
長　

飯
田
英
二

　

二
〇
一
七
年
も
四
月
に
な
り
︵
早
っ
！
︶、
つ

い
に
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
号
が

み
な
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
桜
の
花
も

チ
ラ
ホ
ラ
と
。
先
日
公
開
一
次
審
査
の
あ
り
ま
し

た
第
９
回
建
築
人
賞
も
現
地
審
査
を
経
て
、
最
終

の
入
選
作
品
の
選
定
に
入
り
ま
す
︵
ド
キ
ド
キ
︶。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
は
奇
妙
な
出
来

事
ば
か
り
流
れ
て
く
る
毎
日
で
す
が
、
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
も
、そ
う
で
な
い
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
も
、

期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
楽
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
、
編
集
部
一
同
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
﹁
建
築
人
﹂
は
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
た
一
九
六
四
年
の
創
刊
以
来
、
こ
の
四

月
で
六
三
四
号
を
数
え
ま
す
。
本
会
会
員
で
あ
る

建
築
士
を
は
じ
め
広
く
社
会
に
向
け
て
重
要
な
情

報
提
供
を
行
い
、
建
築
技
術
の
普
及
や
建
築
士
の

相
互
研
鑽
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た

二
〇
一
三
年
に
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら

は
、
さ
ら
に
公
益
性
の
高
い
情
報
を
発
信
し
、
建

築
文
化
の
向
上
や
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
情
報
委
員
会
は
こ
の
会
報
誌
﹁
建
築
人
﹂

以
外
に
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
て
み
な
さ
ま
と
の
交
流
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

記
事
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
今
年
は
女
性

分
科
会
の
三
〇
周
年
。
わ
が
情
報
委
員
会
・
建
築

人
編
集
部
も
そ
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

女
子
力
を
高
め
つ
つ
︵
男
子
多
数
で
す
が
︶、
生

活
を
豊
か
に
す
る
旬
で
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
み
な
さ
ま
、
今
年
度
も
こ
の
﹁
建
築
人
﹂、

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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西光寺　コンパス建築工房
　再開発の進むあべのハルカスの南、400年以上の歴史
を持つ西光寺も広大な境内の過半を商業施設とした上で、
都市型の寺院として再建することとなった。
　再建に当たっては、周辺の喧騒から逃れた静寂な環境
を確保するため、中庭型の空間構成とし敷地奥まで約
35mの参道で本堂に至る。象鼻、獅子鼻、梵鐘、天女像、
欄間、須弥壇などは西光寺に伝わる古いものを再配置
した。
　裏庭は中庭から参道を登ってきた竜がトグロを巻くイ
メージ。2階庫裏も中庭に面するため、自然光と通風を
得ながら、プライバシーやセキュリティが確保される。
　限られたコストの中、使用材料は質素な量産品ながら、
一手間を加えて丁寧に仕上げている。

撮影：岡田大次郎　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
西濱浩次
1955　大阪市生
1978　京都工芸繊維大学住環境学科卒業
1978　日本建設
1985　北村陸夫＋ZOOM計画工房
1987　西濱建築事務所設立
1993　コンパス建築工房に改組
1996　株式会社コンパス建築工房に改組
1986-99　なんばデザイナー学院非常勤講師
2001-　京都工芸繊維大学非常勤講師

■建物データ
設　　計：コンパス建築工房
施　　工：日本建設
所 在 地：大阪市阿倍野区松崎町
　　　　　2丁目3番44号
用　　途：寺院＋庫裏
竣　　工：2015年3月
構造規模：RC造2階建
敷地面積：384.74㎡
建築面積：292.43㎡
延床面積：476.86㎡


